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私
は
、
一
九
九
七
年
七
月
四
日
の
『
小
右
記
』
演
習
で
長
徳
二
年
五
月
六
日
条
を

担
当
し
た
。
そ
の
中
に
で
て
き
た
の
が
「
雌
ニ
休
日
－
依
ニ
警
固
一
参
ニ
！
入
内
－
」
と
い

う
記
事
で
あ
っ
た
。
藤
原
実
費
は
、
休
日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
検
非
違
使
別
当

で
あ
る
た
め
に
、
参
内
し
て
「
警
固
」
を
行
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は

当
然
の
成
り
行
き
上
、
王
朝
貴
族
の
休
日
と
は
ど
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
の
か

と
い
う
こ
と
に
興
味
を
も
っ
た
。

律
令
制
下
の
休
日
に
関
し
て
は
山
田
英
雄
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
（
『
日
本
古

代
史
孜
』
所
収
「
律
令
官
人
の
休
日
」
岩
波
書
店
一
九
八
七
年
）
。
氏
の
研
究
を

紹
介
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

律
令
官
人
の
休
仮
に
関
し
て
は
仮
寧
令
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
六
仮
・
田
仮
・
定

省
仮
・
喪
仮
等
、
種
々
の
休
仮
が
あ
る
。
な
か
で
も
六
仮
は
在
京
諸
司
を
対
象
と
し

た
申
請
を
要
し
な
い
所
謂
休
暇
で
あ
る
（
中
務
・
宮
内
・
供
奉
諸
司
・
五
衛
府
・
外

官
・
女
宮
は
休
暇
規
定
が
異
な
る
）
。
す
な
わ
ち
六
仮
は
律
令
官
人
の
基
本
的
な
休

日
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
休
日
は
、
六
、
十
二
、
十
八
、
二
十
四
日
、
晦
日
（
小
月

で
は
二
十
九
日
、
大
月
で
は
三
十
日
に
あ
た
る
）
で
あ
る
こ
と
が
、
六
国
史
を
中
心

と
す
る
史
料
の
検
討
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
休
日
規
定
は
六
仮
と
定
め
ら

れ
て
か
ら
改
訂
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
公
式
に
休
日
が
増
加
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
平
安
時
代
に
入
る
と
休
日
が
変
容
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に

は
、
仏
事
や
儀
式
が
婿
加
し
、
年
中
行
事
で
多
少
休
日
に
食
い
込
む
も
の
が
あ
っ
た

が
、
休
日
は
守
ら
れ
て
き
た
。
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
官
人
の
日
常
政
務
に
対
す
る

熱
意
の
喪
失
と
あ
い
ま
っ
て
か
、
理
由
な
き
怠
惰
に
よ
る
欠
席
に
よ
り
政
務
の
停
滞

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
休
日
は
次
第
に
無
視
さ
れ
、
休

日
の
意
味
が
外
記
政
に
の
み
間
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
休
日
に
外
記
政
は
な
く
と
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も
他
の
業
務
は
行
な
わ
れ
る
と
い
う
、
一
見
休
日
か
ど
う
か
が
わ
か
り
に
く
い
奇
妙

な
状
態
と
な
っ
て
い
く
。
以
上
が
、
山
田
氏
の
論
の
要
点
で
あ
る
。
実
資
が
今
日
は

「
休
日
」
だ
、
と
日
記
に
記
し
た
長
徳
二
年
五
月
六
日
は
、
仮
寧
令
の
「
休
日
」

（
六
仮
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
平
安
中
期
に
は
右
の
仮
寧
令
の
「
休
日
」
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
『
小
右
記
』
を
題
材
と
し
て
、
具
体
的
に
実
資
の
勤
務
状

況
を
例
に
と
っ
て
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。
本
来
は
小
右
記
全
巻
を
対
象
に
す
る
必

要
が
あ
る
の
だ
が
、
現
在
そ
の
余
裕
が
な
い
の
で
、
演
習
の
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い

る
第
二
巻
｛
期
聞
は
長
徳
二
年
正
月
か
ら
寛
弘
八
年
十
二
月
ま
で
）
に
限
定
し
て
調

べ
て
み
た
。
第
二
巻
だ
け
で
も
対
象
日
数
は
五
百
六
十
二
日
あ
り
、
統
計
と
し
て
十

分
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

出
動
し
た
か
欠
勤
し
た
か
を
判
断
す
る
基
準
を
以
下
の
よ
う
に
定
め
た
。

出
勤
日
（
表
の

O
）
「
参
内
」
の
記
述
が
あ
る
か
、
文
脈
か
ら
判
断
し
て
「
参

内
」
し
て
政
務
儀
式
を
行
な
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
目
。

欠
勤
白
（
表
の
×
）
仏
事
・
物
思
等
に
よ
り
「
参
内
」
し
て
い
な
い
目
。
（
仮

に
実
資
が
参
内
し
て
い
た
と
し
て
も
参
内
に
関
す
る
記
述
が
な
い
日
は
欠
勤
目
と

し
た
。
）
「
参
院
」
な
ど
と
あ
り
外
出
し
て
は
い
る
が
「
参
内
」
し
て
な
い
目
。

「
被
過
」
「
来
云
」
等
、
召
使
、
僧
、
宮
人
等
が
実
資
の
邸
宅
に
立
ち
寄
っ
て
い

る
も
の
は
勤
務
し
て
い
な
い
日
と
し
た
。

不
明
（
表
の
？
）
文
脈
か
ら
「
参
内
」
し
て
い
る
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
目
。

推
定
欠
勤
日
（
表
の
企
）
不
明
で
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
判
断
し
て
お
そ
ら
く

「
参
内
」
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
目
。

右
の
判
断
基
準
か
ら
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
出
動
自
に
つ
い
て
厳
し
く
評
価
し
た

た
め
に
、
実
際
の
実
資
の
勤
務
ぷ
り
よ
り
は
、
出
動
日
と
断
定
し
た
日
は
少
な
く
な

っ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
私
が
こ
の
表
を
作
成
し
た
の
は
、
各
日
に
ち
に
つ

い
て
、
相
対
的
な
実
資
の
出
動
率
・
欠
勤
率
を
求
め
る
た
め
で
あ
る
か
ら
、
判
定
基

準
を
厳
し
く
し
た
と
し
て
も
、
大
勢
に
は
影
響
が
な
い
も
の
と
考
え
る
。
以
上
の
四

段
階
の
評
定
に
よ
り
末
尾
の
表
を
作
成
し
た
。
な
お
表
の
欠
勤
率
は
（
欠
勤
日
＋
推
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定
欠
勤
日
）
÷
日
数

x
一
O
O
と
し
て
計
算
し
た
。

こ
の
表
を
み
る
と
、
欠
勤
率
八
O
%
以
上
の
日
は
十
二
日
と
大
月
晦
日
（
三
十

日
）
で
、
い
ず
れ
も
「
休
日
」
に
あ
た
っ
て
い
る
。
七
O
%
以
上
の
日
は
な
い
が
、

「
休
日
」
で
あ
る
晦
日
の
平
均
値
が
七
七
%
で
あ
る
。
六
O
%
以
上
の
日
は
十
四
日

・
十
八
日
・
二
十
四
日
・
小
月
晦
日
（
二
十
九
日
）
の
四
ケ
日
で
、
十
四
日
以
外
は

「
休
日
」
で
あ
る
。
五
O
%
以
上
の
日
は
三
日
・
六
日
・
七
日
・
二
十
二
日
・
二
十

六
日
の
五
ケ
日
あ
り
、
そ
の
う
ち
六
日
が
「
休
日
」
で
あ
る
。
逆
に
異
常
に
欠
勤
率

が
低
い
日
（
す
な
わ
ち
出
勤
率
が
高
い
日
）
と
し
て
目
を
引
く
の
が
、
小
月
二
十
八

日
（
一
四
%
）
、
二
十
三
日
（
一
七
%
）
、
大
月
二
十
九
日
（
二
五
%
）
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
ま
ず
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
仮
寧
令
で
「
休
日
」
と
さ
れ
た
日
の
う

ち
、
六
日
｛
欠
勤
率
五
O
%
〉
以
外
の
、
十
二
日
（
同
八
一
%
）
、
十
八
日
（
同
六

六
%
）
、
二
十
四
日
（
同
六
五
%
）
、
晦
日
（
同
七
七
%
）
で
は
、
他
の
一
般
の
自

に
比
べ
実
資
の
欠
勤
率
が
い
ち
じ
る
し
く
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

実
資
が
生
き
た
摂
関
政
治
期
に
お
い
て
も
、
仮
寧
令
の
「
休
日
」
規
定
が
あ
る
程
度

生
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
相
対
的
に
高
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
数
値
だ
け
か
ら
「
休
日
」

規
定
が
ど
の
よ
う
な
意
識
の
も
と
で
ど
の
よ
う
に
遵
守
さ
れ
て
い
た
の
か
を
読
み
と

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
こ
の
表
を
見
て
気
が
付
く
興
味
深
い
点
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

先
ず
一
つ
め
に
、
六
日
の
出
勤
率
が
五
O
%
（
日
数
で
四
ヶ
日
）
と
「
休
日
」
の

中
で
は
相
対
的
に
出
動
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
一
ケ

日
は
、
「
休
日
」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
右
衛
門
督
の
立
場
上
出
勤
し
た
と
い
う
冒

頭
で
み
た
長
徳
二
年
五
月
六
日
条
で
あ
り
、
ま
た
正
月
六
日
の
叙
位
の
儀
に
参
内
し

た
の
が
二
度
あ
る
｛
長
徳
二
年
と
寛
弘
二
年
）
。
叙
位
の
儀
の
式
日
は
正
月
五
日
で

あ
る
が
、
五
日
が
叙
位
の
儀
、
六
日
が
入
眼
と
い
う
日
程
の
場
合
が
多
い
。
し
た
が

っ
て
正
月
六
日
は
、
他
の
月
の
六
日
と
は
違
い
、
叙
位
犠
が
延
引
さ
れ
な
い
限
り
参

内
日
出
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
長
徳
二
年
五
月
六
日
が
「
休
日
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

実
資
の
記
述
か
ら
わ
か
る
が
、
正
月
六
日
が
「
休
日
」
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
六
日
に
つ
い
て
は
他
の
休
日
に
比
し
て
、
出
動
率
が
高
く
な
る
の
で
あ
る
。
と

は
い
っ
て
も
平
日
と
比
較
し
て
み
る
と
や
は
り
出
勤
率
は
低
い
ほ
う
で
あ
る
。

次
に
休
日
で
は
な
い
二
十
三
日
と
晦
日
の
前
日
（
小
月
の
二
十
八
日
、
大
月
の
二

十
九
日
）
の
出
動
率
の
相
対
的
な
高
さ
を
問
題
に
し
た
い
。
平
安
時
代
に
は
出
動
率

の
低
下
に
よ
る
上
日
数
の
減
少
を
防
々
た
め
に
、
要
日
・
最
要
日
を
設
定
し
て
、
そ

の
日
に
出
勤
し
た
な
ら
ば
、
出
仕
し
な
か
っ
た
日
の
上
日
も
給
す
る
こ
と
に
よ
り
上

日
数
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
裏
目
と
し
て
規
定
さ
れ
た
の
は
休
日
の

前
日
で
あ
っ
た
（
要
自
に
は
上
自
二
、
巌
要
日
に
は
上
回
三
を
給
す
る
。
前
掲
山
田

氏
論
文
）
。
と
す
れ
ば
五
目
、
十
一
日
、
十
七
日
、
二
十
三
日
、
小
月
の
二
十
八
日
、

大
月
の
二
十
九
日
が
要
目
と
怠
る
。
出
仕
日
の
減
少
し
て
い
る
平
安
貴
族
に
と
っ
て
、

こ
の
日
に
参
内
す
る
こ
と
は
、
上
日
数
を
稼
々
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
五
日
、
十
一
日
、
十
七
日
に
つ
い
て
は
出
勤
率
の
高
さ
を
表

か
ら
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
二
十
三
日
、
小
月
の
二
十
八
日
、
大
月
の

二
十
九
日
の
出
勤
率
の
異
常
と
も
い
え
る
高
さ
は
要
日
・
最
要
目
と
密
接
に
関
連
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

山
田
氏
は
平
安
時
代
の
「
中
期
以
降
に
な
る
と
休
日
が
次
第
に
有
名
無
実
と
な
っ

て
い
く
」
と
さ
れ
て
い
る
。
実
資
も
物
忌
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
休
日
で
な
い

日
に
欠
勤
し
て
い
る
例
は
『
小
右
記
』
の
な
か
に
多
く
み
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
長

徳
1
寛
弘
年
間
に
お
い
て
、
今
回
の
調
査
で
い
え
る
こ
と
は
、
貴
族
の
絶
対
的
な
勤

務
日
数
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ぞ
れ
と
と
も
に
、
仮
寧
令
で
定

め
ら
れ
た
本
来
の
「
休
日
」
規
定
が
、
国
家
的
行
事
と
い
っ
た
特
別
な
日
を
除
い
て

は
、
な
お
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
冒
頭

に
挙
げ
た
よ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
実
資
が
「
難
休
日
依
警
固
参
入
内
」
と
書
き
残
し
た
こ

と
に
も
端
的
に
表
れ
て
い
る
と
思
う
。

以
上
、
わ
た
し
が
小
右
記
演
習
の
な
か
で
興
味
を
も
っ
た
「
平
安
貴
肢
と
休
日
」

に
つ
い
て
、
調
べ
て
み
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
陰
陽
道
の
禁
恵
臼
を
考
慮
に
入
れ
て

い
な
い
の
で
、
は
な
は
だ
不
十
分
な
報
告
に
な
っ
た
と
思
う
が
、
後
輩
た
ち
の
演
習

で
の
議
論
の
深
他
を
期
待
し
た
い
。
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実資勤務表（長徳二年～寛弘八年）

日 。ワ ... × 欠勤率% 日 。？ ... × 欠勤率%

1 8 5 3 8 46 1 8 3 4 1 8 66 

2 9 4 3 4 1 1 9 8 8 1 6 3 0 

3 6 3 3 7 5 3 2 0 7 4 3 2 3 1 

4 6 3 1 5 40 2 1 6 3 。5 36 

5 9 3 3 5 40 2 2 4 3 2 6 5 3 

6 4 5 2 7 50 23 1 1 4 1 2 1 7 

7 5 4 2 8 5 3 24 2 4 2 9 65 

8 7 3 3 5 44 25 1 0 。。6 3 8 

9 1 5 4 4 4 3 0 26 4 2 3 5 57 

1 0 8 5 8 4 48 2 7 1 0 3 2 4 3 2 

1 1 8 2 7 4 5 2 大月28 7 2 4 3 44 

1 2 2 2 4 1 3 8 1 小月28 5 1 。1 1 4 

1 3 8 4 2 5 37 大月29 9 3 。4 25 

1 4 5 2 2 9 6 1 ~1n29 。2 3 67 

1 5 8 2 1 7 44 30 。 2 4 86 

1 6 1 0 4 1 5 3 0 晦日 。3 3 7 77 

1 7 9 5 1 1 0 44 合計 213 101 73 177 44 

晦日＝小月 29日＋ 30目。 参考日数＝ 564目。 太字は休日。

欠勤割合＝（休日＋推定休日）÷日数。
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